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※今後、調査結果の詳細な分析を行い、「学力向上を図るための全体計画」（学校としての授業改善プラン）を、１０月下旬
　（予定）までに公表いたします。

全国学力・学習状況調査

１）目標値：学習指導要領に示された内容について標準的な時間をかけて学んだ場合、設問ごとに正答できることを期待し
た児童の割合を示したもの。観点ごとの目標値は、設問ごとに設定された目標値をもとに算出されている。
２）平均正答率：正答率の平均値のこと。観点における学年のデータとして用いる際は、その観点の全設問における学年集
団の正答率の平均値。なお、正答率を算出するうえで、記述・論述式問題の準正答（部分点）については、正答数を０．５
として換算している。
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◇良い点
２７年度、第６学年の国語において５観点中２観点が社会、算数においては、４観点中４観点とも目標値を下回ってしまったが、２８年度
は国語、社会ともに全ての観点で目標値を上回った。算数においても目標値を下回りはしたものの５ポイント以内であった。毎日の授業を
大切にすること、落ち着いて授業に取り組むよう全ての教員が共通意識をもって取り組んできたことが調査結果の上昇につながった。ま
た、４・５年算数では、４観点全て目標値を超えている。算数科を核に既習事項を生かし、自分の考えをもって問題解決型の授業に取り組
んでいった結果、児童が主体的に考える活動を意図的に増やしていったことが要因として挙げられる。
◆課題点
国語の「読む力」の観点では、６学年以外２・３・４・５学年で目標値を下回った。
２・３年生の算数では４観点中３観点以上、目標値を下回った。基礎・基本の定着が不十分である。
◎改善の方向性
特に下学年の算数では基礎基本を定着させるため、東京ベーシックドリルを活用し、振り返り、繰り返しの学習を行っていく。基礎基本の
定着を図る。授業内で適応問題に取り組み、授業の定着度合いを把握し、授業改善を図る。また、放課後学習でも、基本的事項を繰り返し
行い全体の底上げと全体の学力向上を目指していく。

※全国学力・
学習状況調査
の結果につき
ましては、10月
下旬までに公
表する予定で
す。


